
沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 工学演習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 2019-431 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 前期:2 後期:0
教科書/教材 教科書：とくになし。　参考書：システム制御のための数学(1),太田快人、コロナ社
担当教員 長谷 賢治
到達目標
この講義を受けた成果として、以下のことができるようになる。
1.線形空間ならびにHilbert空間の基礎概念の習得
2.線型方程式の解法
3.行列関数の計算
4.形式化能力（適用能力,B1-3）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1: 線形空間、Hilbert空間
の基礎概念

基礎概念の連関が理解でき、人に
説明できる(試験評価点16点から
20点に相当)。

基礎概念が理解でき、人に説明で
きる(試験評価点6点から15点に相
当)。

基礎概念が説明できない(試験評価
点5点未満)。

評価項目2： 線型方程式の解法
現実世界の問題を線形方程式で捉
え、解決が図れる(試験評価点16点
から20点に相当)。

線形方程式を観るための空間構造
が理解できており、人に説明でき
る(試験評価点6点から15点に相当
)。

線形方程式を観るための空間構造
が一部分しか理解できていない(試
験評価点5点未満)。

評価項目3: 行列関数の計算

現実世界において行列関数が使わ
れる場面が説明できる。また、対
角化可能な行列の行列関数が計算
できる(試験評価点16点から20点
に相当)。

対角化可能な行列の行列関数が計
算できる(試験評価点6点から15点
に相当)。

正方行列のスペクトル分解が一部
分しか理解できない(試験評価点
5点未満)。

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (B1) 実践指針のレベル (B1-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 2 【プログラム学習・教育目標 】 B
教育方法等
概要 理工系分野では言語ツールとしての数学が必要不可欠であり、 その言語ツールを用いて対象を捉え、解析、設計などを

行なう。 本講義では、システム制御で用いられる数学の基礎概念ならびにその応用について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は板書等による解説を基本とする。授業展開は問題ドリブンな形でおこなう。また、授業の冒頭で、前回の小テス
トを実施する。

注意点
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります
。
2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション（授業マップの提示） 授業マップを見て、その全体像を理解すること。
2週 集合、関係、写像 概念理解ならびにその活用ができる。
3週 代数系(半群、モノイド、群、可換群、環、体、線形代数) 概念理解ならびにその活用ができる。

4週 空間の創生(集合、位相空間、線形空間、ノルム空間、
Banach空間、pre Hilbert空間、Hilbert空間) 概念理解ならびにその活用ができる。

5週 線形空間、部分空間、線形独立 概念理解ならびにその活用ができる。
6週 線形写像A、N(A),R(A) 概念理解ならびにその活用ができる。
7週 線形方程式の解構造 概念理解ならびにその活用ができる。
8週 Hilbert空間：直交性、随伴作用素、空間の分解 概念理解ならびにその活用ができる。
9週 関数展開：Taylor展開、一般化Fourier展開 概念理解ならびにその活用ができる。
10週 線形方程式を観る概念レンズI 概念理解ならびにその活用ができる。
11週 線形方程式を観る概念レンズII 概念理解ならびにその活用ができる。
12週 行列関数 概念理解ならびにその活用ができる。

13週 Newton法の本質（平方根の算出から制御問題の解法まで
） 概念理解ならびにその活用ができる。

14週 Gradient Methodの本質（2次元Euclid空間上の最小化問題
から最適制御問題の解法まで） 概念理解ならびにその活用ができる。

15週 総括
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 応用数学B
科目基礎情報
科目番号 2019-429 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 遠藤 良樹
到達目標
１．確率の定義を理解し、簡単な事象の確率を求められること。確率の性質を用い，少し込み入った事象の確率を求め ることができる。条件付
き確率と事象の独立性を理解し，実際の問題に応用できること（Ｂ１）。
２．平均、分散、標準偏差の定義とその意味を理解でき，データからそれらを求められること。２次元データの整理では相関関係を理解し、相
関係数を求められること（Ｂ１）。
３．確率変数と確率分布の概念を理解し、確率分布の定義から平均、分散等の統計量を求められること。また, 中心極限定理を用いて, 標本から
条件を満たす確率を求められること（Ｂ１）。
４．母平均、母分散、母比率の区間推定について，信頼度の意味が分かり信頼区間を作成できること（Ｂ１）。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
条件付確率、ベイズの定理を理解
し、これを実際の問題に応用でき
る。

確率の定義を理解し、簡単な事象
の確率を求めることができる。　

確率の定義を理解できず、簡単な
事象の確率を求めることができな
い。　

評価項目2 相関関係を理解し、相関係数を求
めることができる。　

平均、分散、標準偏差の定義とそ
の意味を理解でき、データからそ
れらを求めることができる。

平均、分散、標準偏差の定義とそ
の意味を理解できず、データから
それらを求めることができない。

評価項目3
中心極限定理を理解し, 標本から条
件を満たす確率を求めることがで
きる。　　

確率変数と確率分布の概念を理解
し、確率分布の定義から平均、分
散等の統計量を求ることができる
。　　

確率変数と確率分布の概念を理解
できず、確率分布の定義から平均
、分散等の統計量を求ることがで
きない。　

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (B1) 実践指針のレベル (B1-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 2 【プログラム学習・教育目標 】 B
教育方法等

概要

数理統計学の基礎(確率と統計)について講義を行う。確率論は16 世紀から17 世紀にかけてカルダーノ、パスカル、フ
ェルマーなどにより数学の一分野となっていった。19 世紀初めにコロモゴロフにより公理的確率論が確立し，現在では
株価など偶然性を伴う現象の解析にはなくてはならない。統計学は経験的に得られたバラツキのあるデータから、応用
数学の手法を用いて数値上の性質や規則性あるいは不規則性を見いだす。そのため，、医学、薬学、経済学、社会学、
心理学、言語学など、自然科学・社会科学・人文科学の実証分析を伴う分野について、必須の学問となっている。

授業の進め方と授業内
容・方法 講義と演習形式で行う。

注意点 評価については, 評価割合に従って行います. ただし, 適宣再試験や追加課題を課し, 加点することがあります.
中間試験を授業時間内に実施することがあります.

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス
2週 確率の定義と性質 古典的な確率を定義するし, これを理解することが出来る。
3週 確率の定義と性質 確率の基本性質を理解することができる。
4週 確率の定義と性質 期待値を定義し、これを求めることができる。
5週 いろいろな確率 条件付確率を定義し、乗法定理を理解することができる。

6週 いろいろな確率 事象の独立を理解し、その際の確率の関係式を求めること
ができる。

7週 いろいろな確率 反復試行の確率を求めることができる。

8週 いろいろな確率 ベイズの定理を理解し、これを用いて、確率を求めること
ができる。

9週 1次元データ① 平均・分散を定義し、これを求める。
10週 1次元データ② 四分位を理解することができる。
11週 2次元データ① 共分散・相関係数を求めることができる。
12週 2次元データ② 回帰直線を求めることができる。

13週 離散型確率変数と確率分布① 離散型確率変数を理解し、積率母関数から平均・分散を求
める。

14週 離散型確率変数と確率分布② 二項分布を理解する。
15週 離散型確率変数と確率分布③ ポアソン分布を理解し、二項分布との関係を示す。
16週 前期末試験解説 前期末試験解説

後期

1週 連続型確率変数と確率分布① 連続型確率変数を理解し、分布関数と確率密度関数の関係
を理解することができる。

2週 連続型確率変数と確率分布② 一様分布を理解することができる。
3週 連続型確率変数と確率分布③ 積率母関数から平均・分散を求めることができる。
4週 連続型確率変数と確率分布④ 正規分布、及び、標準正規分布を理解することができる。

5週 確率変数の関数 平均の線形性、及び、独立な場合の分散の関係式を理解す
ることができる。

6週 母集団と標本 母集団と標本を理解することができる。
7週 統計量と標本分散 大数の法則、中心極限定理を理解する。



8週 二項分布と正規分布の関係 中心極限定理を用いて、二項分布と正規分布の関係を理解
することができる。

9週 いろいろな確率① カイ二乗分布を理解することができる。
10週 いろいろな確率② ｔ分布、Ｆ分布を理解することができる。

11週 点推定 点推定を求める。不偏分散が標本分散の不偏推定量である
ことを理解する。

12週 母平均の区間推定① 母分散が既知の場合の母平均の区間推定を行う。
13週 母平均の区間推定② 母分散が未知の場合の母平均の区間推定を行う。
14週 母分散の区間推定 母分散の区間推定を行う。
15週 母比率の区間推定 母比率の区間推定を行う。
16週

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ Ｅ－Ｍａｔ 合計

総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 40 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 学外実習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 2019-444 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数 4
教科書/教材 教科書無し
担当教員 長谷 賢治
到達目標
1. 社会人としての基本的なマナーを遵守したコミュニケーションができる。
2. 企業における業務遂行を体験できる。
3. 体験した業務遂行内容を的確に報告または発表できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
社会人としての基本的なマナーを
遵守したコミュニケーションがで
きる。

社会人としての最低限のマナーを
遵守できる。

社会人としての基本的なマナーが
遵守できない。

評価項目2 企業から与えられた体験業務につ
いて十分に遂行できる。

企業から与えられた体験業務につ
いて、最低限の遂行ができる。

企業から与えられた体験業務を遂
行できない。

評価項目3 企業や指導教員から報告・発表を
求められれば的確に実践できる。

企業や指導教員から報告・発表を
求められれば最低限は実践できる
。

企業や指導教員から報告・発表を
求められた際の対応ができない。

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 5
教育方法等

概要
企業や大学、研究機関等での実習を通じて、実習先の研究者等、先輩技術者から
指導を受け、これまでに学んだ知識を活かして実際の現場での技術を修得する。
また、学外実習の経験を今後の学習及び自身のキャリア育成に役立て、技術者としての
意識を高揚させることを目的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

次の１、２のいずれかの方法をとる。
１．教務係が受理した受入企業の募集要項から学生が希望する企業を選び、実施する。
２．学生の希望を元にクラス担任が受入企業の実習内容を精査し、適当とみなした場合に実施する。

注意点

1.実習で用いた、あるいは作成した資料は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用する
ことがあります。
2.授業参観の対象外となります
３.なお、同一学年において学外実習１を2回履修した場合には、これを学外実習２を1回実施したことに読み替えること
ができる。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 学内の事前説明会にてビジネスマナ―等を学習する 参加(必須） 。
2週 必要書類の準備と提出 提出し受理されること。
3週 インターンシップ(10日間集中） 受け入れ先企業にて設定される。
4週 報告・発表 的確に表現できる。
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週



14週
15週
16週

評価割合
実習報告書 口頭試問 自己評価 合計

総合評価割合 70 20 10 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 70 20 10 100



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 日本語
科目基礎情報
科目番号 2019-450 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 留学生のための ここが大切 文章表現のルール、大学・大学院留学生の日本語⑤漢字・語彙編 他
担当教員 （教養科 非常勤講師）,高澤 啓子
到達目標
講義や研究発表、学習活動に必要な日本語を聞いて正確に理解し、聞いたことをまとめ、適切な対応が出来る。
知識として得た日本語を実際に使用してレポートを書いたり、コミュニケーションが出来る。　　
理系の教科書の読解、講義の聴講、実験・実習を円滑に行うことが出来る。理系の分野の論理的で明快な科学技術日本語と、アカデミックな日
本語、日常生活の中で使われる日本語の違いを理解出来る。
「日本(人・社会)」という異文化を理解しカルチャーショックを克服出来る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 日本語を聞いて正確に理解し、適
切な対応ができる

日本語を聞いて理解し、対応がで
きる

日本語を聞いて理解し、対応がで
きない

評価項目2
日本語を用いて、適切にレポート
作成やコミュニケーションができ
る

日本語を用いて、レポート作成や
コミュニケーションができる

日本語を用いて、レポート作成や
コミュニケーションができない

評価項目3
専門に関する日本語を適切に理解
し、文化的な相違をしっかりと理
解できる

専門に関する日本語を理解し、文
化的な相違を理解できる

専門に関する日本語を理解し、文
化的な相違を理解できない

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 4
教育方法等

概要
日本での留学生活を送る上で必要なコミュニケーション能力と、日本の高等教育機関で学習研究活動を行うために必要
な日本語能力を養う。日本語で表現されていることを理解し、情報同士の関係を理解し、理解した情報を活用して論理
的に妥当な解釈を導く能力を養う。基本的に日本語能力試験N2～N1レベルの日本語(および一部英語)で授業を実施する
。

授業の進め方と授業内
容・方法 前期・後期（試験50%, 課題・提出物30%, 出席・授業態度20%）学年末評価（前期40%, 後期40%, 選択課題20%）

注意点 ・評価については、評価割合に従って行います。ただし、適宜再試や追加課題を課し、加点することがあります。
・中間試験を授業時間内に実施することがあります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション 自己紹介。授業概要、課題、評価基準等の説明。地震と防
災について資料を読んで理解出来る。

2週 留学生の日本語 漢字・語彙編第20課 助詞相当語が理解出来る。
3週 留学生の日本語 漢字・語彙編第21課 和語と漢語について理解出来る。

4週 留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第１課 適切な助詞を選択できる。和語複合語を使うことができる
。

5週 留学生の日本語 漢字・語彙編第22課 言葉の形の使い分けが理解出来る。ゼミに関係がある漢字
が読める。

6週 留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第２課 形容詞・名詞・動詞の適切な形の使い分けができる。ゼミ
に関係がある漢字を使うことができる。

7週 留学生の日本語 漢字・語彙編第23課 自動詞・他動詞・受け身の形を理解出来る。論文の読み書
きに関係がある漢字が読める。

8週 留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第３課
自動詞・他動詞・受け身の形を正しく使い分けることがで
きる。論文の読み書きに関係のある漢字を使うことができ
る。

9週 留学生の日本語 漢字・語彙編第24課 文中の呼応について理解出来る。原稿の作成に関する漢字
が読める。

10週 留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第４課 呼応する表現を正しく使うことができる。原稿の作成に関
する漢字を使うことができる。

11週 留学生の日本語 漢字・語彙編第25課 日本語の文末表現について理解出来る。日本語のワープロ
使用に関する漢字が読める。

12週 留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第５課 文末表現の使い分けができる。日本語のワープロ使用に関
する漢字が使える。

13週 留学生の日本語 漢字・語彙編第26課
漢字を使った方が良い言葉、ひらがなを使った方が良い言
葉について理解出来る。意見や評価に関する漢字が読める
。

14週 テーマ学習 スピーチコンテストに出場する
15週 テーマ学習 スピーチコンテストに出場する
16週

後期

1週 留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第６課 ひらがなと漢字をバランスよく使い分けることができる。
意見・評価に関する漢字が使いこなせる。

2週 留学生の日本語 漢字・語彙編第27課 文中の誤変換された漢字を見つけることができる。名詞・
形容詞の漢字が読める。

3週 テーマ学習 高専祭に参加する/日本語能力試験N1レベルの問題に挑戦
する



4週 テーマ学習 高専祭に参加する/日本語能力試験N1レベルの問題に挑戦
する

5週 JLPT公式問題集 日本語能力試験N1レベルの問題に挑戦する
6週 JLPT公式問題集 日本語能力試験N1レベルの問題に挑戦する
7週 JLPT公式問題集 日本語能力試験N1レベルの問題に挑戦する
8週 JLPT公式問題集 日本語能力試験N1レベルの問題に挑戦する

9週 面接/留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第
７課

日本の面接試験について理解出来る。／正しい語変換がで
きる。

10週 面接/留学生の日本語 漢字・語彙編第28課
進学・奨学金応募・就職のための面接、先輩が聞かれた質
問を理解出来る。論文の序論に関する漢字を使うことがで
きる。

11週 面接/留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第
８課

進学・奨学金応募・就職のための面接、先輩が聞かれた質
問を理解出来る。正しいカタカナ表記ができる。

12週 面接/留学生の日本語 漢字・語彙編第29課 進学・奨学金応募・就職のための面接練習/論文の中で実験
や観察に関して使われる漢字が使える。

13週 面接/留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第
９課

進学・奨学金応募・就職のための面接練習/句読点の使い方
がわかる。

14週 面接/留学生の日本語 漢字・語彙編第30課 進学・奨学金応募・就職のための面接練習/論文の中で調査
に関して使われる漢字が使える。

15週 面接/留学生のための ここが大切 文章表現のルール　第
１０課

進学・奨学金応募・就職のための面接練習/書きことばと話
ことばの違いがわかる。

16週
評価割合

試験 課題・提出物 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 30 0 20 0 0 100
基礎的能力 30 30 0 20 0 0 80
専門的能力 20 0 0 0 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 工学実験Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 2019-442 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 4
教科書/教材
担当教員 長縄 一智,長谷 賢治,芹澤 弘秀,大久保 進也,横山 直幸
到達目標
１．作業内容と役割を把握して行動し、担当業務の進捗状況を他者に報告できる。（E1-3）
２．実験方法、実験結果、考察等を第三者に情報(報告書)として簡潔に判りやすく伝えることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
作業内容と役割を把握して行動し
、自分の担当業務の進捗状況を報
告できる。（E1-3）

□チームとして行う作業内容とそ
の中での自分の役割を明確かつ詳
細に説明でき、自分の担当業務の
進捗状況を報告できる（作業状況
報告書の評価が9点以上）。

□チームとして行う作業内容とそ
の中での自分の役割を明確に説明
でき、自分の担当業務の進捗状況
を報告できる（作業状況報告書の
評価が6点～8点）。

□チームとして行う作業内容とそ
の中での自分の役割をうまく説明
できず、自分の担当業務の進捗状
況を報告できない（作業状況報告
書の評価が6点未満）。

評価項目2
実験方法、実験結果、考察等を第
三者に情報(報告書)として簡潔に
判りやすく伝えることができる。

□実験方法、実験結果、考察等を
報告書として簡潔に判りやすくま
とめることができ、十分な考察を
行うことができる（実験レポート
の評価が76点以上）。

□実験方法、実験結果、考察等を
報告書として簡潔に判りやすくま
とめることができる（実験レポー
トの評価が54点～75点）。

□実験方法、実験結果、考察等を
報告書として簡潔にまとめること
ができず、記載内容が不十分であ
る（実験レポートの評価が54点未
満）。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
実践指針 (E1) 実践指針のレベル (E1-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 5 【プログラム学習・教育目標 】 E
教育方法等

概要
クラス全員が次の５種類の工学実験を定められた期間に順次実施し、報告書を作成する。１．電気・電子工学実験（テ
スタとオシロスコープに関する実験）、２．制御工学実験（モデリング、シミュレーション）、３．光情報工学実験
（光計測システムの構築）、４．計測制御システム実験（計測制御システムに関する実験）、５．生体計測システム構
築実験（生体脈波計測）。

授業の進め方と授業内
容・方法

クラス全員が次の５種類の工学実験を定められた期間に順次実施し、報告書を作成する。１．電気・電子工学実験（テ
スタとオシロスコープに関する実験）、２．制御工学実験（モデリング、シミュレーション）、３．光情報工学実験
（光計測システムの構築）、４．計測制御システム実験（計測制御システムに関する実験）、５．生体計測システム構
築実験（生体脈波計測）。

注意点 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります
。2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス、電気・電子工学実験 学習・教育目標、授業概要、スケジュール、評価方法と基
準等の説明、安全教育、テスタに関する実験

2週 電気・電子工学実験 オシロスコープに関する実験II
3週 電気・電子工学実験 オシロスコープに関する実験II
4週 制御工学実験 モデリング、シミュレーション
5週 制御工学実験 モデリング、シミュレーション
6週 制御工学実験 モデリング、シミュレーション
7週 光情報工学実験 光計測システムの構築
8週 光情報工学実験 光計測システムの構築
9週 光情報工学実験 光計測システムの構築
10週 計測制御システム実験 計測制御システムに関する実験
11週 計測制御システム実験 計測制御システムに関する実験
12週 計測制御システム実験 計測制御システムに関する実験
13週 生体計測システム構築実験 生体脈波計測（光計測、ノイズ除去、ＳＮ比）
14週 生体計測システム構築実験 生体脈波計測（光計測、ノイズ除去、ＳＮ比）
15週 生体計測システム構築実験 生体脈波計測（光計測、ノイズ除去、ＳＮ比）
16週

評価割合
作業状況 報告書 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 10 90 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 10 90 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 ドイツ語
科目基礎情報
科目番号 2019-448 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 ドイツ語練習帳（大久保清美・大久保和子、清文社）／ Deutsche Welle (http://www.dw.de/)
担当教員 （教養科 非常勤講師）,小柴 浩稔
到達目標
１．初級ドイツ文法を理解し、運用できる。２．簡単なドイツ語の日常会話を聞き、話すことができる。 ３．簡単なドイツ語の文章を読み、書
くことができる。 ４．ドイツの歴史や日常生活等を学び、ドイツ（ヨーロッパ）文化を理解することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
文法

初級ドイツ文法をよく理解し、よ
く運用できる。

初級ドイツ文法を理解し、運用で
きる。

初級ドイツ文法を理解し、運用で
きない。

評価項目2
聞く・話す

簡単なドイツ語の日常会話をよく
聞き、よく話すことができる。

簡単なドイツ語の日常会話を聞き
、話すことができる。

簡単なドイツ語の日常会話を聞き
、話すことができない。

評価項目3
読む・書く

簡単なドイツ語の文章をよく読み
、よく書くことができる。

簡単なドイツ語の文章を読み、書
くことができる。

簡単なドイツ語の文章を読み、書
くことができない。

評価項目4
異文化理解

ドイツの歴史や日常生活等を学び
、ドイツ（ヨーロッパ）文化をよ
く理解することができる。

ドイツの歴史や日常生活等を学び
、ドイツ（ヨーロッパ）文化を理
解することができる。

ドイツの歴史や日常生活等を学び
、ドイツ（ヨーロッパ）文化を理
解することができない。

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (D1) 実践指針のレベル (D1-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 4 【プログラム学習・教育目標 】 D
教育方法等

概要

ヨーロッパ中央に位置するドイツはEUの政治・経済の中心地であり、多くの企業はヨーロッパにおける企業活動の拠点
をドイツに置いている。ドイツ語はドイツ・スイス・オーストリアの主要言語であり、それ以外のヨーロッパ諸国で中
等教育において第２外国語として広く学習されている国際語である。またドイツには長く大きなヨーロッパ文明の伝統
が今も日々の生活の中に生き続けており、人々は日本やアメリカとは異なった環境・慣習・生活様式・考え方で生活し
ている。ドイツ語の学習を通じてドイツ・ヨーロッパ文化を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

毎回の授業を前半と後半に分ける。前半では初級ドイツ語の基礎を学び、１年後に独検５級または４級を取得できる程
度の語学力をつけることを目標とする。各回の授業の後半では、ドイツの国営放送 Deutsche Welle とドイツ外務省の
外郭団体 Goethe Institut との共同制作になるビデオ教材 Deutschlandlabor 及び  Das Bandtagebuch mit
Einshoch6 を用いて、ドイツの日常生活等をテーマごとに学び、ドイツ文化・ヨーロッパ文化を知り、それとの比較に
おいて日本文化・日本人のものの考え方を客観的にみる見方をを養う。また、ドイツ近現代史についてもニュース映像
等を用いて紹介する。折に触れてドイツ歌曲を歌う。

注意点
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります
。
2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション 授業概要・目標・評価方法と基準等の説明、ドイツ語の歴
史、ドイツ及びドイツ語圏の国々について理解できる。

2週 発音 アルファベート、母音・子音の発音のポイントについて理
解できる。

3週 Lektion 1／
Deutschlandlabor Folge１

動詞の現在人称変化 ( ich, du, Sie ) 、 自己紹介／　テー
マ：Schule（学校）について理解できる。

4週 Lektion 1／
Deutschlandlabor Folge 3

動詞の現在人称変化 ( ich, du, Sie ) 、 自己紹介／　テー
マ：Fußball（サッカー）について理解できる。

5週 Lektion 1／
Deutschlandlabor Folge 9

動詞の現在人称変化 ( ich, du, Sie ) 、 自己紹介／　テー
マ：Auto（自動車）について理解できる。

6週 Lektion 1／
Deutschlandlabor Folge 19

動詞の現在人称変化 ( ich, du, Sie ) 、 自己紹介／　テー
マ：Wurst（ソーセージ）について理解できる。

7週 Lektion 2／
Bandtagebuch Folge 7

sein動詞の現在人称変化、数詞（基数）／
テーマ：Currywurst（カレーソーセージ）について理解で
きる。

8週 Lektion 2／
Deutschlandlabor Folge 20

sein動詞の現在人称変化、数詞（基数）／　
テーマ：Bier（ビール）について理解できる。

9週 ドイツ歌曲を聴く・歌う／
Bandtagebuch Folge 35

Goethe: Heidenröslein（野ばら）他／
テーマ：In der Bäckerei（パン屋）について理解できる。

10週 Lektion 3／
Deutschlandlabor Folge 4

動詞の現在人称変化（全人称）／
テーマ：Literatur（文学）について理解できる。

11週 Lektion 3／
Deutschlandlabor Folge 5

動詞の現在人称変化（全人称）／
テーマ：Wandern（ハイキング）について理解できる。

12週 Lektion 4／
Bandtagebuch Folge 3

不規則変化動詞１／　テーマ：Bayern für Anfänger（バ
イエルン入門）について理解できる。

13週 Lektion 4／
Bandtagebuch Folge 10

不規則変化動詞１／　テーマ：Oktoberfest（オクトーバー
フェスト）について理解できる。

14週 Lektion 5／
Bandtagebuch Folge 6

不規則変化動詞２／
テーマ：Berlin, Berlin（ベルリン）について理解できる。

15週 Lektion 5／
Bandtagebuch Folge 9

不規則変化動詞２／
テーマ：Berliner Mauer（ベルリンの壁）について理解で
きる。

16週



後期

1週 ドイツ近現代史
（第二）ドイツ帝国、第一次世界大戦、ナチス、第二次世
界大戦、冷戦、ベルリンの壁、ドイツ再統一／について理
解できる。

2週 Lektion 6／
Deutschlandlabor Folge 6

名詞の性と１格の定冠詞／
テーマ：Wohnen（住まい）について理解できる。

3週 Lektion 7／
Deutschlandlabor Folge 7

名詞の複数形、挨拶の表現１／
テーマ：Organisation（組織）について理解できる。

4週 Lektion 8／
Deutschlandlabor Folge 8

定冠詞の1格と4格、会話：道案内／
テーマ：Musik（音楽）について理解できる。

5週 Lektion 8／
Deutschlandlabor Folge 10

定冠詞の1格と4格、会話：道案内／
テーマ：Migration（移民）について理解できる。

6週 Lektion 9／
Deutschlandlabor Folge 11

不定冠詞・人称代名詞・所有冠詞の1格と4格／　テーマ
：Müll（ゴミ）について理解できる。

7週 Lektion 9／
Deutschlandlabor Folge 12

不定冠詞・人称代名詞・所有冠詞の1格と4格／　テーマ
：Geld（お金）について理解できる。

8週 クリスマス／
Bandtagebuch Folge 22

ドイツのクリスマス市、Stille Nacht, heilige Nacht!（き
よしこの夜）を歌う／
テーマ：O Tannenbaum!（モミの木）について理解でき
る。

9週 Lektion 10／
Bandtagebuch Folge 23

定冠詞類・指示代名詞の1格と4格／
テーマ：Frohes Neues Jahr!（年越し）について理解でき
る。

10週 Lektion 11／
Deutschlandlabor Folge13

否定文（nicht と kein)、否定疑問文／
テーマ：Urlaub（休暇）について理解できる。

11週 Lektion 12／
Deutschlandlabor Folge 15

es の用法(1)  天候・日時／
テーマ：Bio（自然食品）について理解できる。

12週 Lektion 13／
Deutschlandlabor Folge 16

分離動詞／
テーマ：Mentalität（国民性）について理解できる。

13週 Lektion 13／
Deutschlandlabor Folge 17

分離動詞／
テーマ：Kälte（寒さ）について理解できる。

14週 Lektion 14／
Bandtagebuch Folge 31

命令形、挨拶の表現２／
テーマ：Karneval in Köln（カーニバル）について理解で
きる。

15週 Lektion 15／
Deutschlandlabor Folge 18

疑問詞まとめ(1)、　会話：乗車券購入・ホテル予約・レス
トラン／
テーマ：Kunst（芸術）について理解できる。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 0 60
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 40 0 0 0 0 0 40



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 海外語学研修
科目基礎情報
科目番号 2019-449 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 全教員 （海外研修）
到達目標
１．異なる文化や価値観を理解し、広い視野を持つことができる。
２．現地で関わる人々と英語などを用いてコミュニケーションができる。
３．海外での研修への参加を通じて、教養をより高めるための取り組みができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

１．異なる文化や価値観を理解し
、広い視野を持つことができる。

異なる文化や価値観を深く理解し
、より広い視野を持つことができ
る。

異なる文化や価値観を理解し、広
い視野を持つことができる。

異なる文化や価値観を理解し、広
い視野を持つことができない。

２．現地で関わる人々と英語など
を用いてコミュニケーションがで
きる。

現地で関わる人々と英語などを用
いて積極的にコミュニケーション
を取ることができる。

現地で関わる人々と英語などを用
いてコミュニケーションができる
。

現地で関わる人々と英語などを用
いてコミュニケーションができな
い。

３．海外での研修への参加を通じ
て、教養をより高めるための取り
組みができる。

海外での研修への参加を通じて、
教養をより高めるため自ら積極的
に取り組むことができる。

海外での研修への参加を通じて、
教養をより高めるための取り組み
ができる。

海外での研修への参加を通じて、
教養をより高めるための取り組み
ができない。

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 4
教育方法等

概要
本科目の目的は、海外での研修体験を通じて、多面的に物事を考える能力やコミュニケーション能力を身につけること
である。研修日数は5日間以上とし、事前指導や事後報告会等の活動時間に加え、報告書作成等の自己学習時間も含めて
、45時間以上の実活動時間を必要とする。参加する研修の妥当性は教務委員会にて判断する。

授業の進め方と授業内
容・方法

研修の実施に当たっては、学級担任または指導教員と緊密に連絡を取り合い、研修期間中は研修生として相応しい態度
で取り組む必要がある。

注意点
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります
。
2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス・研修の概要把握、事前調査等
2週 以下、研修・作業等
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週 以上、研修・作業等
15週 研修報告・研修報告書の提出または研修報告会の実施



16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 100 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 海外技術研修
科目基礎情報
科目番号 2019-445 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 全教員 （海外研修）
到達目標
１．異なる文化や価値観を理解し、広い視野を持つことができる。
２．現地で関わる人々と英語などを用いてコミュニケーションができる。
３．海外での研修への参加を通じて、技術や知識をより高めるための取り組みができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

１．異なる文化や価値観を理解し
、広い視野を持つことができる。

異なる文化や価値観を深く理解し
、より広い視野を持つことができ
る。

異なる文化や価値観を理解し、広
い視野を持つことができる。

異なる文化や価値観を理解し、広
い視野を持つことができない。

２．現地で関わる人々と英語など
を用いてコミュニケーションがで
きる。

現地で関わる人々と英語などを用
いて積極的にコミュニケーション
を取ることができる。

現地で関わる人々と英語などを用
いてコミュニケーションができる
。

現地で関わる人々と英語などを用
いてコミュニケーションができな
い。

３．海外での研修への参加を通じ
て、技術や知識をより高めるため
の取り組みができる。

海外での研修への参加を通じて、
技術や知識をより高めるため自ら
積極的に取り組むことができる。

海外での研修への参加を通じて、
技術や知識をより高めるための取
り組みができる。

海外での研修への参加を通じて、
技術や知識をより高めるための取
り組みができない。

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 4
教育方法等

概要
本科目の目的は、海外での研修体験を通じて、多面的に物事を考える能力やコミュニケーション能力を身につけること
である。研修日数は5日間以上とし、事前指導や事後報告会等の活動時間に加え、報告書作成等の自己学習時間も含めて
、45時間以上の実活動時間を必要とする。参加する研修の妥当性は教務委員会にて判断する。

授業の進め方と授業内
容・方法

研修の実施に当たっては、学級担任または指導教員と緊密に連絡を取り合い、研修期間中は研修生として相応しい態度
で取り組む必要がある。

注意点
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります
。
2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス・研修の概要把握、事前調査等
2週 以下、研修・作業等
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週 以上、研修・作業等
15週 研修報告・研修報告書の提出または研修報告会の実施



16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 100 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 （学際科目）環境と新エネル
ギー

科目基礎情報
科目番号 2019-452 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 エネルギーと環境の科学、山崎耕造 著、共立出版
担当教員 鈴木 静男
到達目標
１．エネルギーには、力学、熱、電磁、光、化学、生体及び核エネルギーがあり、その内容を理解できる。
２．環境には、大気圏、水圏、地圏、生物圏があり、その内容を理解できる。
３．急激なエネルギー消費の増加は、環境問題を引き起こすことを理解できる。
４．地球規模の環境問題には、どのようなものがあり、その原因を理解できる。
５．「経済の持続的な発展」「資源・エネルギー・食糧の確保」「地球環境の保全」のバランスが重要であることを理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
エネルギーには、力学、熱、電磁
、光、化学、生体及び核エネルギ
ーがあり、その内容を理解できる
。

エネルギーには、力学、熱、電磁
、光、化学、生体及び核エネルギ
ーがあり、その内容を幅広い実例
に対して理解できる。

エネルギーには、力学、熱、電磁
、光、化学、生体及び核エネルギ
ーがあり、その内容を理解できる
。

エネルギーには、力学、熱、電磁
、光、化学、生体及び核エネルギ
ーがあり、その内容を理解できな
い。

評価項目2
環境には、大気圏、水圏、地圏、
生物圏があり、その内容を理解で
きる。

環境には、大気圏、水圏、地圏、
生物圏があり、その内容を幅広い
実例に対して理解できる。

環境には、大気圏、水圏、地圏、
生物圏があり、その内容を理解で
きる。

環境には、大気圏、水圏、地圏、
生物圏があり、その内容を理解で
きる。

評価項目3
急激なエネルギー消費の増加は、
環境問題を引き起こすことを理解
できる。

急激なエネルギー消費の増加は、
環境問題を引き起こすことを幅広
い実例に対して理解できる。

急激なエネルギー消費の増加は、
環境問題を引き起こすことを理解
できる。

急激なエネルギー消費の増加は、
環境問題を引き起こすことを理解
できない。

評価項目4
地球規模の環境問題には、どのよ
うなものがあり、その原因を理解
できる。

地球規模の環境問題には、どのよ
うなものがあり、その原因を幅広
い実例に対して理解できる。

地球規模の環境問題には、どのよ
うなものがあり、その原因を理解
できる。

地球規模の環境問題には、どのよ
うなものがあり、その原因を理解
できない。

評価項目5
「経済の持続的な発展」「資源・
エネルギー・食糧の確保」「地球
環境の保全」のバランスが重要で
あることを理解できる。

「経済の持続的な発展」「資源・
エネルギー・食糧の確保」「地球
環境の保全」のバランスが重要で
あることを幅広い実例に対して理
解できる。

「経済の持続的な発展」「資源・
エネルギー・食糧の確保」「地球
環境の保全」のバランスが重要で
あることを理解できる。

「経済の持続的な発展」「資源・
エネルギー・食糧の確保」「地球
環境の保全」のバランスが重要で
あることを理解できない。

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 3
教育方法等

概要
持続可能な社会を構築するためにエネルギーの安定供給、経済成長、地球環境保全の実現は、私たちが直面する重要な
課題です。これらの課題に取り組むためには一人一人が自らの課題として理解し、考え、判断し、行動することが不可
欠です。本授業では、エネルギーと環境に関する基礎的な知識を習得し、この知識を基に考え、エネルギー・環境問題
解決のための意見を持つことを目指します。

授業の進め方と授業内
容・方法

毎回プリントが配布され、エネルギーと環境に関する基礎的な知識を習得するために、講義で聞いたことを記入します
。

注意点 1.評価については、評価割合に従って行ないます。ただし、適宜再試や追加課題を課し、加点することがあります。
2.中間試験を授業時間内に実施することがあります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス 授業計画の説明、エネルギー及び環境の基礎について説明
できる。

2週 基礎編 人間・資源・経済について説明できる。

3週 エネルギー応用編 力学エネルギーと水力・風力・潮汐力について説明できる
。

4週 エネルギー応用編 熱エネルギーと地熱・太陽熱について説明できる。
5週 エネルギー応用編 電磁エネルギーと電力について説明できる。
6週 エネルギー応用編 光エネルギーと太陽光について説明できる。
7週 エネルギー応用編 化学エネルギーと化石燃料について説明できる。
8週 エネルギー応用編 生体エネルギーとバイオマスについて説明できる。
9週 エネルギー応用編 核エネルギーと核燃料について説明できる。
10週 エネルギー応用編 エネルギーの有効利用について説明できる。
11週 エネルギー応用編 環境資源（非エネルギー資源）について説明できる。
12週 エネルギー応用編 地球温暖化について説明できる。
13週 エネルギー応用編 さまざまな環境保全について説明できる。
14週 未来編 未来エネルギーと未来環境について説明できる。
15週 基礎、応用及び未来編 まとめ
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題レポート 合計



総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 10 0 0 0 0 5 15
専門的能力 35 0 0 0 0 15 50
分野横断的能力 25 0 0 0 0 10 35



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 応用数学A
科目基礎情報
科目番号 2019-428 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教科書：新応用数学（大日本図書）、問題集：新応用数学問題集（大日本図書）
担当教員 西垣 誠一
到達目標
１．いくつかの典型的な関数のラプラス変換を求めることができる。（Ｂ１ー３）
２．周期関数のフーリエ級数を求めることができる。（Ｂ１－３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．簡単な関数のフーリエ変換を求めることができる。（Ｂ１－３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
４．複素関数の導関数を求めることができること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．複素関数の積分を計算できること。（Ｂ１－３）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
□ラプラス変換を用いて微分方程
式を解いたり、線形システムの問
題に適用できる。

□典型的な関数のラプラス変換を
求めることができる。

□典型的な関数について、そのラ
プラス変換を求めることができな
い。

評価項目2
□2π周期以外の周期関数について
もフーリエ級数を求めることがで
き、一般の級数を求める問題等に
応用できる。

□2π周期の周期関数のフーリエ級
数を求めることができる。

□2π周期の周期関数のフーリエ級
数を求めることができない。

評価項目3
□スペクトルの概念が理解でき、
サンプリング定理などを理解し適
用することができる。

□簡単な関数のフーリエ変換を求
めることができる。

□関数のフーリエ変換を計算する
ことができない。

評価項目4

□複素関数を１つの複素数平面か
ら別の複素数平面への写像として
捉えることができ、１次分数関数
などがどのような写像になるか理
解できる。

□正則関数の導関数を求めること
ができる。

□正則関数の導関数を求めること
ができない。

評価項目5 □留数定理が理解でき、その応用
ができること。

□複素関数の積分を計算すること
ができる。

□複素関数の積分を計算すること
ができない。

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (B1) 実践指針のレベル (B1-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 2 【プログラム学習・教育目標 】 B
教育方法等

概要

ラプラス変換は線形システムや電気回路等に係る微分方程式を見通しよく解くための道具として大変有用であり、その
辺りの計算ができることを目指す。フーリエ解析は現代解析学の基礎となったともいえる分野でその奥は深いが、ここ
ではその導入部分について学ぶ。複素関数とは独立変数も従属変数も複素数の関数で、これまで学んできた独立変数が
実数のいわゆる実関数に対応する表現としてある。複素関数の微分の定義は、見かけ上は実関数のそれと同じだが、微
分可能となるためにははるかに強い条件が必要となる。そのため、微分可能な関数（正則関数という）はいろいろきれ
いな性質をもつ。この辺りを感じながら学んでいく。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義を中心に進めるが、教科書の問いの一部を各自で解いてみる時間もとるようにし、残りの問いは自主学習用
としたい。また、長期休暇明け等には課題提出を求める。尚、授業中における質問も随時可とする。

注意点 1. 評価については、評価割合に従って行います。ただし、適宜再試や追加課題を課し、加点することがあります。
2. 中間試験を授業時間内に実施することがあります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス、ラプラス変換の定義 ラプラス変換の定義を理解できる。
2週 相似性と移動法則 相似性と移動法則を用いてラプラス変換を計算できる。

3週 微分法則と積分法則 微分法則および積分法則を用いてラプラス変換を計算でき
る。

4週 逆ラプラス変換 部分分数分解等を用いてラプラス変換された関数のもとの
関数を求めることができる。

5週 微分方程式への応用 ラプラス変換を利用して定数係数２階線形微分方程式を解
くことができる。

6週 たたみこみ たたみこみと呼ばれる積分計算のラプラス変換が理解でき
計算できる。

7週 線形システムの伝達関数とデルタ関数 入力にデルタ関数を持つ線形システムの出力を求めること
ができる。

8週 周期2πの関数のフーリエ級数（１） 周期2πの関数のフーリエ級数の定義を理解できる。
9週 周期2πの関数のフーリエ級数（２） 周期2πの関数のフーリエ級数を求めることができる。
10週 一般の周期関数のフーリエ級数（１） 一般の周期関数のフーリエ級数を求めることができる。
11週 一般の周期関数のフーリエ級数（２） フーリエ級数の収束定理を理解することができる。
12週 複素フーリエ級数 周期関数の複素フーリエ級数を求めることができる。

13週 フーリエ変換と積分定理 フーリエ変換および逆フーリエ変換による反転公式を理解
することができる。

14週 フーリエ変換の性質と公式 フーリエ変換の性質を理解し、その公式を正しく使うこと
ができる。

15週 スペクトル 線スペクトルおよび連続スペクトルの概念を理解すること
ができる。サンプリング定理を理解することができる。

16週



後期

1週 複素数と極形式 複素数の基本的性質および極形式を理解することができる
。

2週 絶対値と偏角 複素数の絶対値と偏角の概念を理解することができる。

3週 複素関数 いくつかの初等的な複素関数の定義を理解することができ
る。

4週 正則関数 微分可能な複素関数について理解し、その導関数を求める
ことができる。

5週 コーシー・リーマンの関係式 正則関数の実部と虚部の間に成り立つコーシー・リーマン
の関係式を理解することができる。

6週 逆関数 複素関数の逆関数を考えることにより、多価関数の概念を
理解することができる。

7週 複素積分（１） 複素関数の積分の定義を理解することができる。
8週 複素積分（２） 複素関数の積分計算ができる。
9週 コーシーの積分定理（１） コーシーの積分定理を理解すること。
10週 コーシーの積分定理（２） コーシーの積分定理を用いて、積分計算ができる。
11週 コーシーの積分表示 正則関数の導関数の積分表示を理解することができる。

12週 数列と級数 複素数列・複素級数の収束・発散について理解することが
できる。

13週 関数の展開 複素関数のべき級数展開ができる。
14週 孤立特異点と留数 孤立特異点および留数の概念を理解することができる。
15週 留数定理 留数の概念を応用して積分計算ができる。
16週

評価割合
試験 課題等 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 文学特論
科目基礎情報
科目番号 2019-446 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 『現代文学名作選』（明治書院）『大学生のための日本語表現実践ノート』（風間書房）
担当教員 芳賀 多美子
到達目標
１．日本語による表現について的確な理解力・表現力を身につけ、自己の学習・研究活動の経過を、専門用語を含む適切な語句を正しく用いて
報告できる。（D1-3）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

□近現代の文学作品を読解し、そ
の文章表現に沿って、舞台設定お
よび登場人物の心情や行動の変化
を把握し、描写の裏に隠された比
喩的・象徴的意味までも理解した
上で鑑賞することができる。

□近現代の文学作品を読解し、そ
の文章表現に沿って、舞台設定お
よび登場人物の心情や行動の変化
を把握することができる。

□近現代の文学作品について、そ
の文章表現に沿って、舞台設定お
よび登場人物の心情や行動の変化
を把握することができない。

評価項目2

□種類と目的に応じた言語表現に
ついて理解し、それぞれに必要な
語彙・語法・表現法を高い水準で
身につけ、自身の言語活動に効果
的に活用することができる

□種類と目的に応じた言語表現に
ついて理解し、それぞれに必要な
語彙・語法・表現法を身につけ、
自身の言語活動に活用することが
できる。

□種類と目的に応じた言語表現に
ついて理解できず、それに必要な
語彙・語法・表現法を自身の言語
活動に活用することができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
実践指針 (D1) 実践指針のレベル (D1-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 4 【プログラム学習・教育目標 】 D
教育方法等

概要
国際社会で活躍する技術者に求められる日本文化への深い造詣、日本人のものの見方・考え方に対する理解を深める。
日本語表現に関する知識・技術を習得しつつ、日本文学作品の読解を通して思考力・発想力を鍛え、論理的思考の過程
や感受性・情緒を豊かに表現する言語感覚を磨いていく。

授業の進め方と授業内
容・方法

２種類の教材を適宜使い分けることにより、日本語表現に関する知識・技術を習得しつつ、日本文学作品の読解を通し
て思考力・発想力を鍛え、論理的思考の過程や感受性・情緒を豊かに表現する言語感覚を磨くことを中心とした授業を
展開する。言語活動（文章作成・スピーチ・批評）の実践は多用する。

注意点

１．試験や課題レポート等は、JABEE、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがありま
す。
２．授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも１週間前に教科担当教員へ連絡してください。

授業目標（D1-3）が標準基準（６割）以上で、かつ科目全体で６０点以上の場合に合格とする。評価項目は評価（ルー
ブリック）、評価基準については成績評価基準表（別紙）による。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
ガイダンス
表現　第２課話してみよう
自己紹介（スピーチ）

授業の全体像を理解し、自分自身についてはっきりと自分
の言葉で話すことができる

2週 文学　夏目漱石「坊ちゃん」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

3週 表現　第６課就職活動の準備
エントリーシート作成

エントリーシートの特性を理解し、自分なりのシートを作
成することができる

4週 文学　森鴎外「最後の一句」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

5週 表現　第１課ことばと表現
同音異義語・同訓異義語

同音・同訓異義語についての理解を深め、適切に書くこと
ができる

6週 文学　芥川龍之介「鼻」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる
7週 文学作品まとめ１ 文学作品を自分の生き方の中で考えることができる
8週 文学　志賀直哉「清兵衛と瓢箪」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

9週 表現　第１課ことばと表現
四字熟語・ことわざなど

四字熟語・ことわざなどについての理解を深め、適切に使
うことができる

10週 文学　宮沢賢治「よだかの星」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

11週
表現　第２課話してみよう
友人紹介文作成
Who　am　I ？

他人を客観的な視点から描写し、特徴を伝えることができ
る

12週 文学　山本有三「路傍の石」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

13週 表現　第３課敬語・敬意表現
敬語の種類・敬語の用法その１

敬語表現の基礎的種類・用法について理解することができ
る

14週 表現　第２課話してみよう
自分を振り返る（スピーチ）

自分自身の行動について客観的視点から振り返り、伝える
ことができる

15週 文学作品まとめ２ 文学作品を味わい、自分だけでなく周囲に目を向ける視野
を養うことができる

16週

後期

1週 表現　第２課話してみよう
研修を振り返る（スピーチ）

自分自身の行動について客観的視点から振り返り、伝える
ことができる

2週 文学　太宰治「黄金風景」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

3週 表現　第２課話してみよう
学校行事を考える（スピーチ）　

自分自身の行動について客観的視点から振り返り、伝える
ことができる



4週 文学　中島敦「名人伝」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

5週 表現　第１課言葉と表現
文の構造・助詞 文の構造について理解を深めることができる

6週 文学　幸田文「おきみやげ」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

7週 表現　第３課敬語・敬意表現
敬語の用法その２・敬意表現 敬語表現の応用した用法について理解することができる

8週 文学　吉行淳之介「童謡」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる
9週 文学　宮本輝「途中下車」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

10週 表現　第４課書いてみよう
手紙文・案内文・ビジネス文書

基本的な手紙文に関連する事項について理解することがで
きる

11週
表現　第２課話してみよう
漢字で語る新年の決意
（スピーチ）

漢字の成り立ちや本来の意味を利用して、自分の決意を述
べることができる

12週 文学　川上弘美「離さない」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

13週 文学　小川洋子「電話アーティストの甥/電話アーティスト
の恋人」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

14週 文学　角田光代「さがしもの」 名作の一部分を味わい、鑑賞することができる

15週 まとめ 文学作品の読解を通して、自分の生き方と比較して意見を
持ち、表現していくことができる

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 課題 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 10 0 0 10 0 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 0 60
分野横断的能力 20 10 0 0 10 0 40



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 自動制御
科目基礎情報
科目番号 2019-440 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 JSMEテキストシリーズ　制御工学　日本機械学会(著)
担当教員 三谷 祐一朗
到達目標
1. 常微分方程式を離散近似し，PID制御における時間応答の数値解を求めることができる（PID制御のシミュレーションができる）．
2. 一次遅れ要素に対するPID制御の時間応答を導出できる．
3. 伝達関数における安定判別ができる．
4. 伝達関数における周波数応答が導出でき，ボード線図が描ける．
5. 与えられた設計仕様を満たすPID制御系の設計方法が理解できる．(C1-2)
6. 授業中に発言したり，課題レポートに独自の工夫を述べたりすることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

１．常微分方程式を離散近似し
，PID制御における時間応答の数値
解を求めることができる（PID制御
のシミュレーションができる）．

□常微分方程式を離散化でき，そ
の理由を説明できる．
□PID制御器を離散化でき，その理
由を説明できる．
□PID制御における時間応答の数値
解を求めることができ，その数値
解と理論解とを比較検証できる．

□常微分方程式を離散化できる．
□PID制御器を離散化できる．
□PID制御における時間応答の数値
解を求めることができる．

□常微分方程式を離散化できない
．
□PID制御器を離散化できない．
□PID制御における時間応答の数値
解を求めることができない．

２．一次遅れ要素に対するPID制御
の時間応答を導出できる．

□一次遅れ要素に対するPID制御の
時間応答が導出できる（定値制御
）．

□ラプラス変換の諸定理を導出で
きる．
□一次遅れ要素における単位イン
パルス・インディシャル応答が導
出できる．
□一次遅れ要素に対するP制御の時
間応答が導出できる（定値制御
）．

□ラプラス変換の諸定理を導出で
きない．
□一次遅れ要素における単位イン
パルス・インディシャル応答が導
出できない．
□一次遅れ要素に対するP制御の時
間応答が導出できない．

３．伝達関数における安定判別が
できる．

□ナイキストの安定判別法による
安定判別ができる．
□ゲイン余裕・位相余裕をベクト
ル軌跡を使って説明できる．

□常微分方程式における伝達関数
が導出できる．
□伝達関数の安定性と極との関係
が説明できる．
□フルビッツの安定判別法による
伝達関数の安定判別ができる．

□常微分方程式における伝達関数
が導出できない．
□伝達関数の安定性と極との関係
が説明できない．
□フルビッツの安定判別法による
伝達関数の安定判別ができない．

４．伝達関数における周波数応答
が導出でき，ボード線図が描ける
．

□フィードバック制御系における
一巡伝達関数のボード線図を描く
ことができ，安定性との関連を説
明できる．

□複素数の実部・虚部，絶対値
，角度が計算できる．
□伝達関数におけるゲイン・位相
を求めることができる．
□ゲイン・位相の式からボード線
図が描ける．

□複素数の実部・虚部，絶対値
，角度が計算できない．
□伝達関数におけるゲイン・位相
を求めることができない．
□ゲイン・位相の式からボード線
図が描けない．

５．与えられた設計仕様を満たす
PID制御系の設計方法が理解できる
．（C1-2）

□一次・二次遅れ要素に対する設
計仕様を満たすPID制御系が設計で
きる．

□一次・二次遅れ要素のインディ
シャル応答とそれぞれのパラメー
タとの関係が説明できる．
□一次・二次遅れ要素における
PID制御系の設計方法が理解できる
．

□一次・二次遅れ要素のインディ
シャル応答とそれぞれのパラメー
タとの関係が説明できない．
□一次・二次遅れ要素における
PID制御系の設計方法が理解できな
い．

６．授業中に発言したり，課題レ
ポートに独自の工夫を述べたりす
ることができる．

□１／４期に３回以上，授業中に
発言できる．
□８割以上の課題レポートに対し
て，創意工夫することができる．

□授業中に発言したり，指名され
たら答えたりすることができる．
□課題レポートに対して，創意工
夫することができる．

□授業中に発言したり，指名され
たら答えたりすることができない
．
□課題レポートに対して，創意工
夫することができない．

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (C3) 実践指針のレベル (C3-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 3 【プログラム学習・教育目標 】 C
教育方法等

概要
産業機器はもちろん，輸送機器や家電など，今やコンピュータ制御無くしては，生活が成り立たなくなった．すなわち
，機械工学の専門家であっても，制御の知識を要求される時代となった．本科目は，そのような要求を満たす技術者と
なるための，制御工学に関する基礎的な事を学習し，社会に貢献できる人材となることを目的とする．

授業の進め方と授業内
容・方法

古典制御の内容を中心に，講義形式で授業を進める．授業方法は，教員と学生との双方向を心掛け，学生参加型を意識
した授業を実施する．隔週または３週に１回の頻度でレポート課題を課す．

注意点
1.評価については、評価割合に従って行います。ただし、適宜再試や追加課題を課し、加点することがあります。
2.中間試験を授業時間内に実施することがあります。
3.この科目は学修単位科目であり、1単位あたり15(30)時間の対面授業を実施します。併せて1単位あたり30(15)時間の
事前学習・事後学習が必要となります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 シラバス・ルーブリック説明，レポートの書き方
，moodleのコンテンツ紹介，教科書の紹介 自ら学ぶレポートの書き方を説明できる．

2週
制御事例紹介（倒立振子・磁気浮上・制振制御），制御の
基礎概念（専門用語：制御対象，フィードバック，モデリ
ング）

自動制御，フィードバック制御の基礎概念や種類を説明で
きる．

3週 制御に関する用語，シミュレーションの概念，微分の定義
と離散化 微分演算を離散化できる．

4週
シミュレーションの意味および計算の概要，時間微分の離
散化，dx(t)/dt=t,x(0)=0の近似解（数値解）の導出と考
察（真値との比較）

常微分方程式の数値解を求めることができる．



5週
シミュレーションの意義，RC回路とは，RC回路におけるシ
ミュレーション（モデリング，離散化，逐次計算（時間応
答））

RC回路におけるインディシャル応答の数値解を求めること
ができる．

6週 フィードバック制御の意味・ブロック線図，P制御器とその
離散化，RC回路におけるP制御のシミュレーション 比例制御（P制御）のシミュレーションができる．

7週 P制御の意味と特徴，I制御器とその離散化，RC回路におけ
るI制御のシミュレーションおよび考察 積分制御（I制御）のシミュレーションができる．

8週 シミュレーションに関する総復習
速度や加速度の概念，オームの法則，フックの法則，運動
方程式を応用し，電気回路や単振動などの数値シミュレー
ションの基礎的な問題を解くことができる．

9週
前期中間試験の解答・解説，成績集計結果，授業の感想・
希望集計結果の説明，3軸ロボットの制御事例（動画）の紹
介

理解が不足している事柄を把握し，自ら補うことができる
．

10週
RC回路におけるPI制御のシミュレーション，RC回路におけ
るD制御のシミュレーション（オイラー法によるD制御器の
離散化における修正，不連続関数の微分の回避）

微分制御（D制御）のシミュレーションができる．

11週
RC回路におけるD制御のシミュレーション（不連続関数の
微分の回避），ラプラス変換の定義・ラプラス変換を用い
た線形１階常微分方程式の解

ラプラス変換を用いて線形1階常微分方程式が解ける．

12週 ラプラス変換の意義・定義，exp(-αt)・1(t)・δ(t)のラプ
ラス変換，ラプラス変換の諸定理（微分の定理）

定積分や関数の極限，合成関数の導関数を応用し，ラプラ
ス変換の諸定理を導出できる．

13週
ラプラス変換を用いたRC回路のインディシャル応答の導出
，ラプラス変換の諸定理（線形法則，微分法則，積分法則
，２階微分，２階積分，最終値の定理）

指数関数を応用し，ラプラス変換を用いて，RC回路におけ
るインディシャル応答が導出できる．

14週
伝達関数の定義，RC回路・P・I・D制御器の伝達関数
，RC回路の伝達関数を用いたインディシャル応答・単位イ
ンパルス応答の導出

伝達関数を用いて，RC回路におけるインディシャル応答・
単位インパルス応答が導出できる．

15週
RC回路の伝達関数，一次遅れ要素におけるインディシャル
応答，時定数・ゲイン定数，最終値の定理を用いたy(∞)の
導出

関数の接線の方程式を応用し，一次遅れ要素におけるイン
ディシャル応答(過渡特性・定常特性)の特徴を説明できる
．

16週

後期

1週
一次遅れ要素に対するP制御の閉ループ伝達関数，一巡伝達
関数と閉ループ伝達関数との関係，一次遅れ要素に対する
I制御の閉ループ伝達関数およびr(t)=1(t)に対する最終値
の導出，二次遅れ要素の概要

ブロック線図が説明でき，閉ループ伝達関数及び一巡伝達
関数を導出できる．

2週
２次遅れ要素の伝達関数一般形，ばね－質点系（１自由度
振動系）の運動方程式とその解の振る舞い（単調減少・減
衰振動），臨界減衰係数

二次遅れ要素の一例としてバネ－質点系（1自由度振動系
）の時間応答の特徴を説明できる．

3週
ばね－質点系と２次遅れ要素の伝達関数一般形との関係
，固有角振動数と非減衰固有角振動数との関係，制御系の
安定性の概要，安定・不安定システムの時間応答のシミュ
レーション

二次遅れ要素の伝達関数における，ゲイン定数，非減衰固
有角振動数，減衰比について説明できる．

4週
２次遅れ要素におけるインディシャル応答・単位インパル
ス応答の減衰比の影響（補足），伝達関数の安定性（特性
方程式の解（極）と安定性との関係：分子多項式がある場
合，分母が２次式の場合)

制御システムにおける安定性の概念について説明できる．

5週 部分分数分解，伝達関数の安定性（１次，２次），フルビ
ッツの安定判別法の概要・行列式の計算

解の公式を応用し，伝達関数における安定性について説明
できる．

6週
1次・2次の伝達関数の安定判別，フルビッツの安定判別法
，安定判別の応用（一次遅れ要素におけるP制御の安定範囲
の導出）

行列式や不等式を応用し，フルビッツの安定判別法を用い
て，伝達関数の安定判別ができる．

7週
定常偏差（一次遅れ要素におけるP制御の定常偏差），制御
系の設計（一次遅れ要素におけるI制御器の安定範囲，一次
遅れ要素におけるPID制御器の設計　設計仕様：閉ループ
の時定数Tm・定常偏差ゼロ）

一次遅れ要素に対して，PID制御系が設計できる．

8週 安定性に関する総復習 伝達関数の概念を用いた制御システムの安定性に関する問
題を解くことができる．

9週 後期中間試験の解答・解説，授業の感想・希望集計結果の
説明，成績集計結果

理解が不足している事柄を把握し，自ら補うことができる
．

10週

周波数応答とは，フーリエ変換と周波数応答，変位センサ
（レーザ変位計）を例にした周波数応答の概念，入力
u(t)=sin(wt)に対する伝達関数G(s)の出力
y(t)=|G(jw)|sin(wt+∠G(jw))，積分要素におけるボード
線図の求め方

周波数応答の概念を説明できる．

11週 周波数応答（ゲイン・位相線図，dB（デシベル）とは，積
分要素・一次遅れ要素のボード線図）

複素数の演算，オイラーの公式および弧度法を基礎として
，三角比や三角関数，加法定理を応用し，一次遅れ要素に
おけるボード線図を描くことができる．

12週 一次・二次遅れ要素におけるPID制御器の設計の補足，ベ
クトル軌跡（積分器) 積分要素におけるベクトル軌跡を描くことができる．

13週
積分要素における積分特性，一次遅れ要素におけるボード
線図（ゲイン・位相：高域における積分特性・ローパスフ
ィルタ）およびベクトル軌跡

円の方程式を応用し，一次遅れ要素におけるベクトル軌跡
を描くことができる．

14週
一次遅れ要素のボード線図とベクトル軌跡の関係，一巡伝
達関数，ナイキストの安定判別法（ナイキスト線図の描き
方および判別手順）

ナイキストの安定判別法を用いた安定判別ができる．

15週
ナイキストの安定判別法における判別手順（復習），一巡
伝達関数 2/(2s-1) における安定判別（レポートの解答例
），安定余裕（ゲイン余裕・位相余裕），ゲイン余裕を設
計仕様とする２次遅れ要素におけるI制御器の設計

安定余裕を考慮したフィードバック制御系の設計ができる
．

16週
評価割合



定期試験 課題レポート その他（授業態度） 合計
総合評価割合 60 30 10 100
１．常微分方程式を離散近
似し，PID制御における時
間応答の数値解を求めるこ
とができる（PID制御のシ
ミュレーションができる
）．

15 5 0 20

２．一次遅れ要素に対する
PID制御の時間応答を導出
できる．

15 5 0 20

３．伝達関数における安定
判別ができる． 15 5 0 20

４．伝達関数における周波
数応答が導出でき，ボード
線図が描ける．

15 5 0 20

５．与えられた設計仕様を
満たすPID制御系の設計方
法が理解できる．（C1-2）

0 5 0 5

６．授業中に発言したり
，課題レポートに独自の工
夫を述べたりすることがで
きる．

0 5 10 15



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 コンピュータグラフィックス
科目基礎情報
科目番号 2019-436 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 適宜ハンドアウト資料を配付します
担当教員 藤尾 三紀夫
到達目標
１．コンピュータグラフィックのモデリング、視野、投影、ディスプレイ変換について具体的な座標変換計算ができる。
２．レンダリング法（照明モデル）および隠面処理、マッピング技術の種類と概要についてについて概説できる。
３．与えられた３次元ＣＧ作成課題を対象に、OpeｎGLを用いて要求仕様を満たすプログラムを作成すると同時に、その過程と考察を報告書に
整理することができる(C2-3)。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
コンピュータグラフィックのモデ
リング、視野、投影、ディスプレ
イ変換について具体的な座標変換
計算ができる。

□モデリング、視野、投影，ディ
スプレイ変換を計算する手順がわ
かっており、正確に計算できる

□モデリング、視野、投影、ディ
スプレイ変換の手順がわかってお
り、計算できる

□モデリング、視野、投影、ディ
スプレイ変換の手順がわからず計
算できない

評価項目2
レンダリング法（照明モデル）お
よび隠面処理、マッピング技術の
種類と概要についてについて概説
できる。

□レンダリング法の全種類と概要
について正しく説明できる
□隠面処理法の全種類と概要につ
いて正しく説明できる
□マッピング法の全種類と概要に
ついて正しく説明できる
□ＣＧの高速化技術の手法と概要
について正しく説明できる

□レンダリング法の種類と概要に
ついて概ね説明できる
□隠面処理法の種類と概要につい
て概ね説明できるい
□マッピング法の種類と概要につ
いて概ね説明できる
□ＣＧの高速化技術の手法につい
て概ね説明できる

□レンダリング法の種類と概要に
ついて説明できない
□隠面処理法の種類と概要につい
て説明できない
□マッピング法の種類と概要につ
いて説明できない
□ＣＧの高速化技術について説明
できない

評価項目3
与えられた３次元ＣＧ作成課題を
対象に，OpeｎGLを用いて要求仕
様を満たすプログラムを作成する
と同時に，その過程と考察を報告
書に整理することができる(C2-
3)。

□与えられた課題の要求仕様に加
えて独自の機能を追加したプログ
ラムを作成でき、報告書にまとめ
ることができる

□与えられた課題の要求仕様を満
たすプログラムを作成でき、報告
書にまとめることができる

□与えられた課題の要求仕様を満
たすプログラムを作成できない

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (C2) 実践指針のレベル (C2-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 3 【プログラム学習・教育目標 】 C
教育方法等

概要

　CGの進歩は著しく、ゲームや映画など我々の身近な日常に深く浸透してきており、工学の世界ではこれらのソフトウ
ェアを利用、開発する機会が多くなってきている。本講義ではCGの基礎となる座標変換やシェーディング、投影変換を
学び、ソフトウェアを利用する際の基本技術を習得する。また、講義で得た知識をより深めるため、OpenGLを利用した
プログラミング演習を実施し、実際に簡単な３次元ＣＧを作成する。
　なおこの科目は企業で数値制御機器のＧＵＩ開発を担当していた教員がその経験を活かし、３次元でのＣＧ技術の基
礎について講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方と授業内
容・方法

　授業は講義を中心に適宜学習内容について講義を行う。前期においては座標計算が主となるため、電卓を持参する必
要がある。また、座標計算には演習を多く取り入れる。後期においては、シェーディングや隠面処理、マッピングなど
のレンダリング技術について解説を行う。講義中心であるため、講義の終わりにはプログラミング課題を実施すること
により、学習した内容の実装を行う。この時、描画用のライブラリとしてOpenGLを用いる。課題には標準目標を設定し
、発展課題を実施したものには加点する。

注意点
1．評価については、評価割合に従って行います。ただし、適宜再試や追加課題を課し、加点することがあります。
2．中間試験を授業時間内に実施することがあります。
３．前後期試験を各40％で合計80%、課題レポート20%とする。評価基準については授業目標(C2-3)が60%以上で、
かつ全体で60点の場合に合格とする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション ＣＧの現状や代表的なソフトウェアおよび授業の目的を説
明できる。

2週 ２次元ＣＧ（座標変換） スクリーン色とVRAMおよびディスプレイ座標の関係につ
いて説明できる。

3週 座標変換（座標変換とスクリーン座標，フレームバッファ
）について説明できる。

4週 座標変換（物体の回転と移動）について説明できる。

5週 ２次元座標変換演習 合成変換，合成行列と合成変換の演習を通じて、座標変換
計算を行うことができる。

6週 ３次元ＣＧ(座標変換) ３次元での座標変換（平行移動，スケーリング，回転）に
ついて説明できる。

7週 オブジェクト変換（オブジェクト座標とワールド座標）に
ついて説明できる。

8週 視野変換（ビュー座標，スクリーン座標変換）について説
明できる。

9週 視野変換（合成行列）について説明できる。
10週 投影変換（並行投影と透視投影）について説明できる。
11週 ３次元座標変換演習 ３次元での座標変換の手順について具体的に説明できる。

12週 ３次元での座標変換の演習を通じて３次元での座標変換計
算を行うことができる。

13週 形状モデル 形状モデルの種類の概要について説明できる。



14週 ワイヤーフレーム，サーフェイス，ソリッドモデルについ
て説明できる。

15週 まとめ 前期での講義のまとめを行い、前期の概要を理解できる。
16週

後期

1週 シェーディング 照明モデルとシェーディング法概要とフラットシェーディ
ングについて説明できる。

2週 スムースシェーディングについて説明できる。
3週 光源 光源の種類について説明できる。
4週 隠面処理 隠面処理に必要性と種類について説明できる。
5週 Z-Bufferについて説明できる。
6週 RayTracingとVolumeRenderingについて説明できる。

7週 マッピング テクスチャーマッピング，バンプマッピング，リフレクシ
ョンマッピングについて説明できる。

8週 シャドウイング シャドウイング手法の種類について説明できる。

9週 演習Ⅰ（シェーディング） シェーディング演習(OpenGLの使い方)を通じてOpenGLを
利用できる。

10週 シェーディング演習を通じて座標変換してワイヤーフレー
ム表示できる。

11週 シェーディング演習を通じてフラットシェーディングで立
体を描画できる。

12週 演習Ⅱ（レイトレーシング） レイトレーシング演習を通じて公差判定計算ができる。

13週 レイトレーシング演習を通じて１つの球についてレイトレ
ーシング表示ができる。

14週 レイトレーシング演習を通じて複数の球体のレイトレーシ
ング表示ができる。

15週 まとめ 後期での講義のまとめを行い、後期の概要を理解できる。
16週

評価割合
試験 レポート課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 学外実習Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 2019-443 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 集中 週時間数 2
教科書/教材 教科書なし
担当教員 長谷 賢治
到達目標
1. 社会人としての基本的なマナーを遵守したコミュニケーションができる。
2. 企業における業務遂行を体験できる。
3. 体験した業務遂行内容を的確に報告または発表できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
社会人としての基本的なマナーを
遵守したコミュニケーションがで
きる。

社会人としての最低限のマナーを
遵守できる。

社会人としての基本的なマナーが
遵守できない。

評価項目2 企業から与えられた体験業務につ
いて十分に遂行できる。

企業から与えられた体験業務につ
いて、最低限の遂行ができる。

企業から与えられた体験業務を遂
行できない。

評価項目3 企業や指導教員から報告・発表を
求められれば的確に実践できる。

企業や指導教員から報告・発表を
求められれば最低限は実践できる
。

企業や指導教員から報告・発表を
求められた際の対応ができない。

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 5
教育方法等

概要
企業や大学、研究機関等での実習を通じて、実習先の研究者等、先輩技術者から
指導を受け、これまでに学んだ知識を活かして実際の現場での技術を修得する。
また、学外実習の経験を今後の学習及び自身のキャリア育成に役立て、技術者としての
意識を高揚させることを目的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

次の１、２のいずれかの方法をとる。
１．教務係が受理した受入企業の募集要項から学生が希望する企業を選び、実施する。
２．学生の希望を元にクラス担任が受入企業の実習内容を精査し、適当とみなした場合に実施する。

注意点
1.実習で用いた、あるいは作成した資料は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用する
ことがあります。
2.授業参観の対象外となります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 学内の事前説明会にてビジネスマナ―等を学習する 参加(必須）
2週 必要書類の準備と提出 提出し受理されること
3週 インターンシップ(5日間集中） 受け入れ先企業にて設定される。
4週 報告・発表 的確に表現できる。
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週



15週
16週

評価割合
実習報告書 口頭試問 自己評価 合計

総合評価割合 70 20 10 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 70 20 10 100



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 オペレーティングシステム
科目基礎情報
科目番号 2019-433 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 基礎オペレーティングシステム，毛利公一，数理工学社 (ISBN-13: 978-4864810395)
担当教員 山崎 悟史
到達目標
1. OSの基本概念，用語，実現方法を理解し，説明できる．
2. OSの各機能の実装について，レポート課題等を通じて調査し，整理できる．
3. ソフトウェア開発においてOSの存在，各機能を意識し，利用できる．
4. PC実習を通じて，OSの基本機能を実践的に利用できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
OSの基本概念，用語，実現方法を
理解し，説明できる(評価割合
：8割以上)．

OSの基本概念，用語，実現方法を
理解し，説明できる(評価割合
：6～8割)．

OSの基本概念，用語，実現方法を
理解し，説明できる(評価割合
：6割未満)．

評価項目2
OSの各機能の実装について，レポ
ート課題等を通じて調査し，整理
できる(評価割合：8割以上)．

OSの各機能の実装について，レポ
ート課題等を通じて調査し，整理
できる(評価割合：6～8割)．

OSの各機能の実装について，レポ
ート課題等を通じて調査し，整理
できる(評価割合：6割未満)．

評価項目3
ソフトウェア開発においてOSの存
在，各機能を意識し，利用できる
(評価割合：8割以上)．

ソフトウェア開発においてOSの存
在，各機能を意識し，利用できる
(評価割合：6～8割)．

ソフトウェア開発においてOSの存
在，各機能を意識し，利用できる
(評価割合：6割未満)．

評価項目4
PC実習を通じて，OSの基本機能を
実践的に利用できる(評価割合
：8割以上)．

PC実習を通じて，OSの基本機能を
実践的に利用できる(評価割合
：6～8割)．

PC実習を通じて，OSの基本機能を
実践的に利用できる(評価割合
：6割未満)．

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 3
教育方法等

概要

　オペレーティングシステム(OS)は，コンピュータを効率的良く利用するための基盤ソフトウェアである．近年，OSは
汎用計算機，PCにとどまらず各種組込みシステムに搭載され，それらのシステムを設計・開発する上で必須概念となる
．講義を通じてOSの基本概念，各機能を習得し，机上での演習，PC上での実習を通じて理解する．
※実務との関係
　この科目は企業で半導体製造装置におけるシステム機能設計・ソフトウェア開発を担当していた教員が、開発者とし
て主に(リアルタイムな)オペレーティングシステムをどのように使うのかという視点でOSの動作原理を講義し，コンピ
ュータ実習で理解を深めるものである．

授業の進め方と授業内
容・方法

スライド形式（オリジナルのプリント）による座学講義を主とし、レポート課題・演習やPCを利用した実習を併用する
．

注意点 前年度まで学習した計算機アーキテクチャ，プログラミング／メカトロニクス演習，データ構造とアルゴリズムについ
て復習、理解が必要である．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション，OS序論 授業概要，スケジュール，評価方法と評価基準等を理解し
、OSの概要を説明できる．

2週 運用･JOB管理 OSの起動・停止，ジョブの概念と処理を説明できる．

3週 プロセス管理1 プロセスの概念，プロセス中断と再開，プロセスの生成
～消滅（状態遷移）を説明できる．

4週 プロセス管理2 プロセスにおける各種スケジューリングを説明できる．

5週 OS実習1 コンピュータ（LinuxOS）を用いてプロセスとジョブにつ
いて実習できる．

6週 プロセス管理3 多重プログラミング(マルチタスク)，コンテキスト制御に
ついて説明できる．

7週 プロセス管理4 プロセス間の排他制御について説明できる．

8週 プロセス管理5 セマフォ，デッドロック，同期，通信について説明できる
．

9週 演習1 これまでの内容について演習を通じて理解を深める．

10週 OS実習2 コンピュータ（LinuxOS）を用いて基礎的なシェルプログ
ラミングができる．

11週 メモリ管理1 アドレス空間，実記憶管理について説明できる．
12週 メモリ管理2 仮想記憶管理について説明できる．
13週 メモリ管理3 ページ置き換えアルゴリズムについて説明できる．

14週 OS実習3 コンピュータ（LinuxOS）を用いてやや発展的な内容を含
むシェルプログラミングができる．

15週 演習2 これまでの内容について演習を通じて理解を深める．
16週

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 40 10 0 0 0 0 50
専門的能力 40 10 0 0 0 0 50



分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 （学際科目）社会と工学
科目基礎情報
科目番号 2019-453 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 なし
担当教員 大庭 勝久,大津 孝佳,山之内 亘,長縄 一智,喜多 和,古川 一実
到達目標
　以下に示す４項目について修得する．
(1) 地域社会の産業について説明できる．
(2) 地域社会の抱える課題と問題点を，チーム単位で見出すことができる．(C3-2)
(3) 問題点を見出すことの必要性を説明できる．
(4) 知的財産権について説明できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの
目安(秀)

優秀な到達レベルの目
安(優)

標準的な到達レベルの
目安

修得できたと判断でき
る到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安

１．地域社会の特徴に
ついて説明できる．

□ 地域社会の特徴に加
え，独自の観点から地
域社会の研究が行われ
ている．

□ 地域社会の様々な特
徴について説明できる
．

□地域社会の特徴につ
いて説明できる．

□ 地域社会の特徴につ
いて部分的に説明でき
る．

□ 地域社会の特徴につ
いて説明できない。

２-1．地域社会が抱え
る課題を，チーム単位
で見出すことができる
．（C3-2)

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
ることにおいてリーダ
ーシップを発揮するこ
とができる．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
るとともに，自らに割
り当てられた役割を達
成するための的確な行
動がとれる．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
るとともに、自らに割
り当てられた役割を達
成するための行動がと
れる．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
るとともに自らに割り
当てられた役割を達成
するための最低限の行
動がとれる．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解で
きておらず，自らに割
り当てられた役割を達
成できない。

２-2．地域社会が抱え
る問題点を見出すこと
ができる．

□地域社会が抱える
問題点を提示し，有効
な解決法を提示できる
．

□地域社会が抱える
問題点を提示し、問題
点の背景を提示できる
．

□地域社会が抱える
問題点を提示すること
ができる。

□地域社会が抱える
問題点を部分的に提示
することができる

□地域社会が抱える
問題点を提示すること
ができない。

３．問題点を見出すこ
との必要性を説明でき
る．

□問題点を見出すこと
の必要性を理解した上
で，有効な問題解決手
法について十分に説明
できる。

□問題点を見出すこと
の必要性を理解した上
で，有効な問題解決手
法について説明できる
。

□問題点を見出すこと
の必要性を理解した上
で，問題解決手法につ
いて説明できる。

□問題点を見出すこと
の必要性と問題解決手
法について最低限の説
明ができる。

□問題点を見出すこと
の必要性と問題解決手
法についていずれも説
明ができない。

４．知的財産権につい
て説明できる．

□ 知的財産権の重要性
や調査方法について十
分理解するとともに、
課題解決に向けた卓越
した発想力ある。

□ 知的財産権の重要性
や調査方法について十
分理解するとともに、
課題解決に向けた良好
なる発想力ある。

□ 知的財産権の重要性
や調査方法について理
解するとともに、課題
解決に向けた発想力あ
る。

□ 知的財産権の重要性
や調査方法について理
解するとともに、課題
解決に向けた発想力あ
る。

□ 知的財産権の重要性
や調査方法について理
解できない。また、発
想力が無い。

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 3
教育方法等

概要
　地域社会を理解し，３年生までに修得した工学技術の専門的知識を創造的に活用しながら所属学科の異なる学生チー
ムにより，地域社会が抱える課題と、課題の原因となっている問題点を見出す．本講義は地域社会等の協力の下，学生
チームが見出した課題や問題点について，グループで議論する．加えて本講義では，課題や問題点、更には解決策を見
出すために必要となる知的財産についても理解する．

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と、グループワークの双方にて実施する。講義中は集中して聴講し、グループワークにおいては積極的に議
論に参加し、成果をまとめ上げることを期待する．適宜，レポート・演習課題を課すので、指定された期日までに、指
定された方法で提出すること。

注意点 評価については、評価割合に従って行います。ただし、適宜、口頭試問や追加課題を課し、加点することがあります。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ・ガイダンス
・知財教育（1）

・本教科にて習得すべき事項が理解できる。
・発想法について理解できる。

2週 グループワーキング (1） 各クラスにて具体的目標を指示します。
3週 ・知財教育（2） ・パテント検索法について理解できる。
4週 グループワーキング (2） 各クラスにて具体的目標を指示します。
5週 グループワーキング (3） 各クラスにて具体的目標を指示します。

6週 ・全体レクチャー 地方自治体が抱える実際の課題や問題点、解決策などにつ
いて理解できる。

7週 グループワーキング (4） 各クラスにて具体的目標を指示します。
8週 グループワーキング（5） 各クラスにて具体的目標を指示します。
9週 グループワーキング  (6） 各クラスにて具体的目標を指示します。
10週 グループワーキング（7） 各クラスにて具体的目標を指示します。
11週 グループワーキング（8） 各クラスにて具体的目標を指示します。
12週 グループワーキング（9） 各クラスにて具体的目標を指示します。

13週 ・全体レクチャー 企業の経営者の立場から、地域が抱える課題等が理解でき
る

14週 ・知財教育（3） 「社会と工学」において学習した発想法や検索ツールの活
用成果が理解できる。



15週 ・グループワーキング
優雄テーマ発表。

各クラスにおける最優秀テーマについて発表を聴講し、内
容が理解できる。

16週
評価割合

GW 知財教育 地域講演 経営者講演 合計
総合評価割合 60 20 10 10 0 0 100
１．地域社会の
産業について説
明できる．

20 0 0 0 0 0 20

２-1．地域社会
の産業が抱える
問題点を，チー
ム単位で見出す
ことができる
．（C3-2)

10 0 5 5 0 0 20

２-2．地域社会
の産業が抱える
問題点を見出す
ことができる．

10 0 5 5 0 0 20

３．問題点を見
出すことの必要
性を説明できる
．

20 0 0 0 0 0 20

４．知的財産権
について説明で
きる．

0 20 0 0 0 0 20



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 技術英語Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 2019-432 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 前期:0 後期:2
教科書/教材 自作の講義ノートを配布
担当教員 宮下 真信
到達目標
１．論文全体の構成、パラグラフ、センテンスにおいて、正確に、明確に、簡潔に記述するための基本事項を習得する。
２．論理的な文章を書くために必要な英文法や数式、数の表現などの基本事項を習得する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．英文abstractが書けること、英文でのプレゼンテーション方法を習得する(D2-2)。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

論文の構成、パラグラフ、センテ
ンスが正確、明確、簡潔に記述で
きる。

与えられた日本語文書資料の内容
について小論文を課したときに、
適格なタイトルをつける、自身の
結論に向けて論理展開をすること
ができ、論理的飛躍がなく、さら
に論理に基づいて適切な段落分け
を設定できる（試験の点が32点以
上に相当）。

与えられた日本語文書資料の内容
について小論文を課したときに、
適格なタイトルをつける、自身の
結論に向けて論理展開をすること
ができ、論理的飛躍がない（試験
の点が24～32点未満に相当）。

与えられた日本語文書資料の内容
について小論文を課したときに、
適格なタイトルをつける、自身の
結論に向けて論理展開をすること
ができない。（試験の点が24点未
満に相当）。

英文abstractにおける論理構成の
習得

英文abstractでの論理構成に基づ
いて典型的な英文での表現が、明
確、簡潔にできる（試験の点が
32点以上に相当）。

英文abstractでの論理構成に基づ
いて典型的な英文での表現ができ
る（試験の点が24～32点に相当
）。

英文abstractでの論理構成に基づ
いて典型的な英文での表現ができ
ない（試験の点が24点未満に相当
）。

プレゼンテーションの手順の習得
。

プレゼンテーション用の英文
abstractで文法的な誤りがなく正
確、明確、簡潔な文書が作成でき
る（レポートで16点以上に相当
）。

プレゼンテーション用の英文
abstractで文法的な誤りが少なく
正確な文書が作成できる（レポー
トで12～15点未満に相当）。

プレゼンテーション用の英文
abstractで文法的な誤りが頻繁に
ある文書しか作成できない（レポ
ートで12点未満に相当）。

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (D2) 実践指針のレベル (D2-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 4 【プログラム学習・教育目標 】 D
教育方法等

概要
科学技術の世界では、英文による論文、仕様書、マニュアルを書くことや読むことは必須である。学術論文では、正確
に(Correct)、明確に(Clear)、簡潔に(Concise)表現することが必要となる。ここでは、学術論文の構成や典型的な論理
展開について講義すると共に、これらの３つの要素を満たすための英文での表現方法について講義する。

授業の進め方と授業内
容・方法

本授業は、論文構成の基本事項についての講義と、具体的な英文の書き方について講義する。論文構成の基本では、数
式表現、位置・時間・方向・距離などの基本的な表現について座学で講義する。また、具体的な英文の書き方では、名
詞と冠詞、時制、助動詞、to不定詞と動名詞、短文を関係詞や接続詞で結方法などについて、英語でのニュアンスを中心
とした講義を行う。

注意点

レポート（英語と日本語）
１．将来の携帯電話、車、ロボット、エネルギー、環境について議論したレポート、または
２、日本の文化（温泉と銭湯、夏祭り、お茶、和菓子）を海外に紹介するレポート

評価については、評価割合に従って行います。ただし、適宜再試や追加課題を課し、加点することがあります。
中間試験を授業時間内に実施することがあります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス
技術英文とは？学術論文の構成。Correct(正確), Clear(明
確), Concise(簡潔)に書くとは？どのようなことかを理解す
る。

2週 技術英語の基礎１ アブストラクトを中心に、論文全体の構成方法、センテン
スとパラグラフの構成について理解する。

3週 技術英語の基礎２ 文書のきまりの理解、ピリオド、コンマ、コロン、セミコ
ロンの使い方を理解する。

4週 文法１ 名詞の取り扱いと冠詞について理解する。

5週 文法２ 主語と動詞、5文型（技術英語で好まれる文型）について理
解する。

6週 文法３ 時制（過去形、現在形、現在完了形の使い方）について理
解する。

7週 文法４ 受動態と能動態（受動態で表現する場合）を適宜に使う方
法について理解する。

8週 文法５ 著者の気持ちを伝える助動詞のニュアンス、前置詞のニュ
アンスを理解する。

9週 文法６ 未来のことを述べるto不定詞と現状を述べる動名詞のニュ
アンスの違いを理解する。

10週 文法７ 現在分詞と過去分詞（格調高い表現としての分詞構文）の
ニュアンスを理解する。

11週 文法８ 比較の表現、数式や数の表現について理解する。
12週 文法９ 関係代名詞と関係副詞のニュアンスを理解する。

13週 文法１０ 英文の書き方、短文を関係詞、接続詞でつなぐ方法につい
て理解する。



14週 ショートプレゼンテーション
あらかじめ課したレポート内容について、パワーポイント
を使ったプレゼンテーションを行い、プレゼンターション
方法について理解する。

15週 まとめ 科学技術英語の読み方を理解する。アブストラクトでの論
理展開について理解する。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 日本事情
科目基礎情報
科目番号 2019-451 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 （社会科 非常勤講師）,金澤 麻理子
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 4
教育方法等
概要
授業の進め方と授業内
容・方法
注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 （学際科目）医用工学基礎Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 2019-455 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 床工学シリーズ「医用工学概論」　島津秀昭他著　日本生体医工学会監修　(コロナ社)　
担当教員 小村 元憲
到達目標
本科3年後期の「医用工学基礎I」で学んだ生体物性の理解のもとに、電気的、力学的、化学的信号として生体物性を計測し、処理することがで
きる。特に、現在開発されている計測・診断・治療にかかわる医用機器の動作原理を理解し、医学・医療における機器工学の重要性を説明でき
る。これらの知見を基盤とし、医療機器の開発者もしくは臨床工学技士として活用できる、基本的な考え方と姿勢を身につける。
・計測・診断にかかわる医用機器の原理及び使用上の注意点を説明できる．
・治療にかかわる医用機器の原理及び使用上の注意点を説明できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
計測・診断にかかわる医用機器の
原理及び使用上の注意点を説明で
きる．

計測・診断にかかわる医用機器の
原理及び使用上の注意点を説明で
きる．

計測・診断にかかわる医用機器の
原理を説明できる．

計測・診断にかかわる医用機器の
原理を説明できない．

治療にかかわる医用機器の原理及
び使用上の注意点を説明できる．

治療にかかわる医用機器の原理及
び使用上の注意点を説明できる．

治療にかかわる医用機器の原理を
説明できる．

治療にかかわる医用機器の原理を
説明できない．

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 3
教育方法等

概要
医用工学は、医学と工学の境界領域にあって、工学的な技術や理論、考え方を広く医学・医療全般に応用する学際的学
問分野である。関係する工学は、電気・電子工学、機械工学、材料工学、情報工学など広い工学領域を含む。「医用工
学基礎I」に引き続き、工学系技術を医学・医療へ応用した医用機器及びその安全管理について学び、工学技術者として
学際分野へ展開する素養の養成を図る。

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は講義を中心に行う。講義内容は教科書の流れで進め，補足内容を適宜プリント配布し解説する。

注意点
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります
。
2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス 医用工学の概要を理解できる。
2週 計測・診断にかかわる医用機器(1) 血流計・超音波ドップラー血流計を説明できる。
3週 計測・診断にかかわる医用機器(2) 心拍出量計を説明できる。
4週 計測・診断にかかわる医用機器(3) 呼吸流量計・パルスオキシメータを説明できる。

5週 計測・診断にかかわる医用機器(4) 血液ガス分析装置・経皮的血液ガス分析装置を説明できる
。

6週 計測・診断にかかわる医用機器(5) 超音波診断装置を説明できる。
7週 計測・診断にかかわる医用機器(6) X線CTを説明できる。
8週 計測・診断にかかわる医用機器(7) MRIを説明できる。
9週 計測・診断にかかわる医用機器(8) MRIを説明できる。
10週 治療にかかわる医用機器(1) 血液浄化装置を説明できる。
11週 治療にかかわる医用機器(2) 体外循環装置を説明できる。
12週 治療にかかわる医用機器(3) 人工呼吸器を説明できる。
13週 治療にかかわる医用機器(4) ペースメーカ・除細動器を説明できる。
14週 治療にかかわる医用機器(5) 電気メス・電撃に対する人体反応を説明できる。
15週 授業のまとめ これまでの授業内容を理解し説明できる。
16週

評価割合
試験 レポート課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 10 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



沼津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 計測工学
科目基礎情報
科目番号 2019-439 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 制御情報工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 前期:0 後期:2
教科書/教材 計測システム工学の基礎　西原 主計・山藤 和男・松田 康広 著　（森北出版）
担当教員 大久保 進也
到達目標
１．計測の基礎理論に基づいて，測定のデータ処理が正しく出来る．
２．各物理量の測定法を説明し，実際の測定に応用できる．(C1-3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 計測の基礎理論に基づ
いて，測定のデータ処理が正しく
出来る．

□計測誤差について，間接測定に
よる誤差・最小二乗法を用いた直
線の式・標準偏差によるばらつき
などを，理論に基づいた式を導出
するとともに，これらの式を用い
て算出することができる（定期試
験の平均が８０％以上）．

□計測誤差について，間接測定に
よる誤差・最小二乗法を用いた直
線の式・標準偏差によるばらつき
などを，理論に基づいた式を用い
て算出することができる（定期試
験の平均が８０％未満かつ
６０％以上）．

□計測誤差について，間接測定に
よる誤差・最小二乗法を用いた直
線の式・標準偏差によるばらつき
などを，理論に基づいた式を用い
て算出することができない（定期
試験の平均が６０％未満）．

評価項目2 各物理量の測定法を説
明し，実際の測定に応用できる
．(C1-3)

□機械的な測定（長さや角度など
）や電気的なセンサを用いた測定
方法の原理および，どのようなと
ころでこれらの測定が応用されて
いるのかを説明できる（レポート
の平均が８０％以上）．

□機械的な測定（長さや角度など
）や電気的なセンサを用いた測定
方法の原理を説明できない（課題
レポートの平均がが８０％未満か
つ６０％以上）．

□機械的な測定（長さや角度など
）や電気的なセンサを用いた測定
方法の原理を説明できない（課題
レポートの平均が６０％未満）．

学科の到達目標項目との関係
実践指針 (C1) 実践指針のレベル (C1-3) 【本校学習・教育目標（本科のみ）】 3 【プログラム学習・教育目標 】 C
教育方法等

概要
近年，計測技術の進歩は目覚しく，特にエレクトロニクスを応用した新しい計測法が次々と使用されるようになってい
る．このような最新の技術を十分生かして計測を実施できるように，また，実験で様々な測定機器を取扱って正しく計
測が行えるようにするために，計測に関する基礎知識について系統的に講義する．

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は教科書に沿って講義形式で行う．適時レポートを出すので，定められた期限までに提出すること．

注意点 1.評価については、評価割合に従って行います。ただし、適宜再試や追加課題を課し、加点することがあります。
2.中間試験を授業時間内に実施することがあります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス 測定と計測、物理量の単位 について説明できる
2週 計測のはじめに SI組立単位について説明でできる

3週 測定の誤差と精度① 測定誤差と有効数字、計算課程での誤差、測定の精度 につ
いて説明でできる

4週 測定の誤差と精度② 精度の表し方、間接測定と誤差、測定精度の向上 について
説明でできる

5週 最小二乗法 基準の方程式、実験式の簡便な導出方法、２次形式の最小
二乗法 について説明でできる

6週 機械的測定 長さの測定、角度と面の測定 、質量、力、圧力の測定、流
速と流量の測定について説明でできる

7週 センサとセンシング センサのあらまし、空間量の計測、光の計測 について説明
でできる

8週 試験の解説
9週 信号の計測法① 信号出力の方式、アナログ前処理について説明でできる

10週 信号の計測法② 直流ブリッジによる抵抗の測定、フィルタ、ノイズ対策 に
ついて説明でできる

11週 信号の計測法③ 観測機器と記録機器、ADコンバータ について説明ででき
る

12週 信号の処理① サンプリング、平均化・平滑化について説明でできる
13週 信号の処理② 周波数領域における信号解析について説明でできる
14週 信号の処理③ フーリエ級数とフーリエ変換 について説明でできる
15週 応用問題
16週

評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 60 40 100
分野横断的能力 0 0 0


























